SAARC（南アジア地域協力連合）諸国の貿易構造分析-バングラデシュ衣類製品貿易を中心として- by 深澤,光樹
SAARC (南アジア地域協力連合)諸国の
貿易構造分析
一一バングラデシュ衣類製品貿易を中心として一ー
An Analysis of the Trade Structure of SAARC's Countries 
With a Focus on the Trade of Bangladesh's Textile 
and Clothing Product 
247 
深津光樹
目次
しはじめに一一SAARC諸国とバングラデシュ一一
2.バングラデシュ経済と衣類製品貿易
3.主要輸出入品目
4.主要輸出入品目の詳細
Mitsuki Fukasawa 
5.おわりに一一バングラデシュ衣類貿易の構造的特徴一一
1.はじめに一一SAARC諸国とバングラデシュ一一
(1 ) 世界経済と南アジア経済
南アジア地域協力連合 (SouthAsia Association for Cooperation: SAARC)はSAARC
(サールク〉と略称され，インドE大陸と近隣諸島を含む南アジア地域の諸国によって構成され
ているω。SAARCには 2014年 1月現在，インド，パキスタン，アフガニスタン，ネノ-{-)レ，
ブータン，バングラデシュ，スリランカ，モルディブの 8カ国が加盟している。スリランカとモ
ルディプを除く 6カ国は国境が陸続きに接しており，インドを中心として経済圏を形成している
ことが特徴である。 SAARCでは 1995年 12月には南アジア特恵貿易協定 (SAARCPreferen-
tial Trading Arrangement: SAPT A)， 2006年には南アジア自由貿易通商協定 CSouthAsia 
Free Trade Area: SAFT A)が発効され現在に至るω。
(1) 1985年12月，バングラデシュ人民共和国(以下，バングラデシュ)大統領ジアウル・ラーマンの働
きかけにより南アジア地域協力速合 CSouthAsia Association for Cooperation: SAARC)が誕生し
た。アフガニスタンは2007年加盟 CSAARC.Charter Day 2013 'http://www.saarc-sec.org/，を参照)。
C 2) Ibid.を参照。
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SAARC諸国からなる南アジア地域の経済規模は，その他の主要な地域貿易協定 (Regional
Trade Agreement: RT A) と比較して特別な与伝感を示すものではなL、o2012年の全世界の
GDPに占める SAARC諸国の割合は 3.2%で東南アジア諸国連合 CAssociationof Southeast 
Asian Nations: ASEAN)諸国のそれとほぼ同規模となっているが，欧州連合 (European
Union: EU)は 22.9%.北米自由貿易地域 (NorthAmerican Free Trade Agreement: NAFTA) 
は26.6%を構成していることを鑑みても， SAARC諸国の経済規模は世界で未だに限定的だとい
える(表1参照)Cヘ
また，主要な RTAと比較した場合iこ. SAARC諸同l司j二の貿易，つまり南アジア域内貿易は
活発とはいえなL、。 ASEANの域内輸入量は ASEAN諸国の全輸入の 23.4%を占め， NAFTA 
は33.6%. EUは56.3%となっている。しかしながら. SAARC諸国同士の輸入は全輸入の 3.3
%にしかすぎず，域内輸入の比率が他の経済圏と比べて非常に低い。域内輸出も同様でASEAN
が 25.9%. NAFTAが 48.5%. EUが 61.8%と比較的高い割合を示すなか. SAARCは 5.7%程
にしかならない(九南アジア域内における貿易の割合は乏しく. SAARC諸国の輸出は主に域外
諸国に向けられているのである。南アジア諸国の貿易の特徴としては南アジア各国がインド、から
輸入を増加させていること，輸出市場としては主に欧米に依存していることがあげられる(表2
参照)<九
世界経済における南アジアの経済規模は未だにその他の地域ほど影響力を持つものではないが，
近年 SAARC諸国にみられる経済成長は著しL、。それぞれ経済成長を牽引する要因は異なるも
のの. 2000-2012年までの平均経済成長率は 6.6%と他の RTAと比較して高い。同期間での
ASEAN 
3.2% 
表 1 主要RTA別GDPシzア (2012年)
EU 
22.9% 
NAFTA 
26.6% 
SAARC 
3.2% 
(単位:%，兆円レ)
GDp (世界合計)
72 
(出所) UNCTAD. DA TA CENTER (http://unciad.org/en/Pages/Home.aspx)を参照に作成。
表2 主要RTA内貿易量比較 (2012年〉 (単位:%， 100万ドル)
ASEAN EU NAFTA SAARC 
輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入 輸出 輸入
域内 26.0% 23.5% 61.8% 56.3% 48.5% 33.7% 5.8% 3.4% 
域外 71/.0% 76.5% 38.2% 43.7% 51.5% 66.3% 94.2% 96.6% 
貿易額 1，253.805 1.220.780 5，785，157 5.812.141 2，369，773 3，166，921 352.246 597，376 
(出所〉 表 1と悶じ。とこでのEUは27カ国を指す。
(3) UNCT AD， DA TA CENTER (http://unctad.org/en/Pages/Home.aspx)を参照。ここでの EUで
は27加盟国からなる経済圏を指す。
(4) lbid.を参照。
(5 ) 石上悦朗・佐藤隆弘「終章 現代インド・南アジア経済の課題と展望」石上悦朗・佐藤隆弘編『現代
インド・南アジア経済論」ミネルヴァ書房.2011年.376ペー ジを参照。
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表3 主要RTA別平均経済成長率推移 (2000-2012年) (単位:%) 
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 
ASEAN 6.11 2.63 5.06 5.59 6.53 5.9 6.01 6.65 4.15 1.55 7.96 4.6 5.44 
EU 3.93 2.04 1.29 1.48 2.61 2.18 3.37 3.2 0.35 -4.54 2.05 1.65 -0.4 
NAFTA 4.25 0.92 1.76 2.64 3.74 3.29 2.7 1.87 -0.09 -2.9 2.71 2.02 2.75 
SAARC 4.2 4.62 3.98 7.67 7.93 8.75 8.69 9.03 3.86 7.64 9.24 6.09 3.6 
(出所) 表lと同じ。ここでの EUは統計上の制約により 28カ国を指す。
ASEAN平均経済成長率は 5.2%，EUは1.5%，NAFTAは2.0%であることを考えれば SAARC
諸国にみられる経済成長は堅調といえる(表3参照)【610
(2) SAARC諸国とバングラデシュ
以上述べてきたように， SAARC諸国の GDP総額が世界の GDP総額に占める割合は限られ
たものであるが，その成長は著しい。しかしながら， SAARC内の各国の経済規模にはばらつき
がみられる。 SAARC諸国のなかで最も GDPが大きいのはやはりインドで， 2012年の数字で南
アジア 8カ国の総GDPの8割(約 1兆9，000億ドル)を単独で構成する。インドを筆頭にパギ
スタン (10%)，パングラデシュ (6%)，スリランカ (3%)が続く。人口に関しでも同様にイン
ド(約 12億人)，パキスタン(約 1億8，000万人)，バングラデシュ(約 l億5，000万人)の順と
なっている。これら 3カ国は経済規模がアフガニスタン，ブータン，モルディブ，ネノ{-;レ，ス
リランカよりも大きいが人口も多いため， 1人当たり GDPのトップ8においてはモルディブ
(6，666ドル)，スリランカ (3，280ドル)，プータン (2，498ドル)が他を抜きんでている(表4，5 
参照)'九
SAARC諸国のなかで GDPの高い上位4カ国，インド，パキスタン，バングラデシュ，スリ
ランカにおいて経済を牽引する要素はそれぞれ異なる。外貨獲得源としてこれら 4カ国の主要輸
出品に着目すると，インドは主に加工ダイヤモンドや石油・石油製品といった工業製品が全輸出
の約 35%を占め，パキスタンに関しては綿花を中心とした繊維・衣類関連製品が全輸出の約27
%を構成している。バングラデシュは衣類製品が輸出の約 80%を占め，主要輸出品となってい
る。スリランカについても，主要輸出品として衣類製品は輸出の約39%を占めており，それ以
外には茶(14%)，ゴム製品 (9%)が続く。 SAARC諸国のなかで，かつてアジア NIEsが経済
成長の足がかりとした衣類産業を挺に経済成長を軌道に載せつつある固として，バングラデシュ
の存在が特異といえる。 SAARC諸国の衣類製品の輸出国としてはインド，パキスタン，スリラ
( 6 ) UNCT AD， op. cit.を参照。
(7) World Bank， World Development Indicators (http://www.worldbank.org/)を参照にそれぞれ作
成。ちなみに 2012年の日本の GDPは約5兆9，377億ドル， 1人当たり GDPは約4万6，548ドルである。
日本の GDPはSAARC諸国の GDP総額の2倍に相当する。
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表4 SAARC諸国の経済規模比較 (2013年単位:ドル，人〉
GDP I人当たり GDP 人口
アフガニスタン 20，724，663，537 678 30，551，674 
ノfングラデシュ 129，856，605，445 829 156，594，962 
ブータ ン 1，883，654，335 2，498 753，947 
イ ン ド 1，876，797，199，133 1，499 1，252，139，596 
モルディブ 2，299，843，167 6，666 345，023 
ネパール 19，294，348，174 694 27，797，457 
ノ守キスタン 236，624，927，698 1，299 182，142，594 
スリランカ 67，182，015，336 3，280 20，483，000 
(出所) W orld Bank， World Development Indicators (http://www . worldbank.org/)を
参照に作成。
表5 SAARC諸国の経済成長率 (2000-2013年)
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 
アフガニスタン .， . . 8.4 1.1 11.2 5.6 13.7 3.6 21.0 8.4 6.1 
バングラデシュ 5.9 5.3 4.4 5.3 6.3 6.0 6.6 6.4 6.2 5.7 6.1 6.7 
プータ ン 6.9 8.2 10.7 7.7 5.9 7.1 6.8 17.9 4.8 6.7 11.7 8.6 
イ ン ド 3.8 4.8 3.8 7.9 7.9 9.3 9.3 9.8 3.9 8.5 10.3 6.6 
モルディブ . . 6.1 14.2 12.5 -8.7 19.6 10.6 12.2 -3.6 7.1 6.5 
ネパール 6.2 4.8 0.1 3.9 4.7 3.5 3.4 3.4 6.1 4.5 4.8 3.4 
ノfキスタン 4.3 2.0 3.2 4.8 7.4 7.7 6.2 4.8 1.7 2.8 1.6 2.8 
スリランカ 6.0 -1.5 4.0 5.9 5.4 6.2 7.7 6.8 6.0 3.5 8.0 8.2 
(出所〕表4と同じ。
(単位:%) 
2012 2013 
14.4 4.2 
6.2 6.0 
4.6 5.0 
4.7 5.0 
1.3 3.7 
4.9 3.8 
4.0 6.1 
6.3 7.3 
ンカ，バングラデシュの4カ国があげられるが，これらの国々における衣類製品の生産を担う縫
製産業の規模は様々である。例えば， 2012年の数字でインドにおいて全輸出に占める衣類製品
輸出の割合は約4%程にしかならないし，パキスタンでは約 15%に留まる。他方，同年のスリラ
ンカの全輸出に占める衣類製品輸出の割合は約 39%と比較的高く，これがバングラデシュにな
ると約80%と，他の南アジア衣類製品輸出国と比べ群を抜いて高い割合となっているω。
( 8 ) Government of India Ministry of Commerce and Industry， Extort Commodity-Wise (http:// 
commerce.nic.in/MOC/index.asp)， State Bank of Pakistan， SBP Exports CBOP) by all Commodities 
at HS-2level (http://www.sbp.org.pk/index.asp). CentraI Bank of Sri Lanka， 2.01 Exports-Annual 
(1990-2012) (http://www.cbsl.gov.lk/index.asp)そ参照に算出。現代インドの貿易に関して触れな
ければならないのはサービス輸出であろう。 2008年度の数字で財貿易に対するサービス輸出の割合は
36%に達している。サービス輸出には主に，ソフトウェア開発等の IT活用サービス，コールセンター
やパックオフィス等のビジネスアウトソーシングが含まれる(佐藤隆弘「第4章 国際貿易と資本移動」
石上悦朗・佐藤隆弘編「現代インド・南アジア経済論」ミネルヴァ書房， 2011年， 112ペー ジを参照)。
本稿では財貿易を中心に触れる。
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バングラデシュは国内産業の中心に縫製産業を据え，世界の衣類製品輸出基地として今日まで
経済成長を実現してきた。本稿では近年衣類製品輸出によって目覚ましい経済発展を遂げるバン
グラデシュの衣類製品貿易に着目し，岡田の貿易構造分析を行う。分析にあたり， 2012年の HS
コードによって分類されたバングラデシュの輸出入統計を用いて詳細を確認し，同国衣類貿易に
みられる繕造的脆弱性，つまり 「衣類製品を輸出すればするほどその原材料の輸入を拡大しなけ
ればならなLづ という負のサイクルを浮かび上がらせることが本稿の目的である。この分析を通
して，バングラデシュ衣類製品貿易，或は類似した貿易構造を内包するその他の南アジア諸国が，
今後産業のア ップグレードを遂げ，キャ ッチアップを成し遂げうるものであるのかを考察する材
料とする。
2.バングラデシュ経済と衣類製品貿易
バングラデシュの経済成長率は 2000年代に入ってから 6%台を維持し，今後も同レベルの成
長が予想されている。バングラデシュは BRICsに続く新興経済国として世界の注目を集め，
Goldman Sachsには NEXT11，また McKins問eyには Front句ee町r5と称され，有望な投資国の一
つとして位置付けられている{佃9引}
パングラデシユの経済を支えるのは， 2012年の数字で GDPのおよそ 12%に相当する海外送
(単位・ 左， 100万ドル右， %) 
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出所 :BGMEA， Trade Injormation (http:/www.bkmea.comf)，及びWorldBank， op.citを
参照に作成。
図1 衣類製品験出推移(l983~2012 年)
(9) WiJlson， Dominic and Stupnytska， Anna “The-N 1: More Than an Acronym"， Global Economics 
Paper， No. 153， Goldman Sachs， 2007， p. 2，及びMowat，Adrian and Gordon， Deanne“Ho Chi Minh 
Trail to Mexico: Launching the lPMorgan Frontier Five and EM 8"， Emerging Markets Equity 
Research， lPMorgan， 2007， p.3を参照。
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表6 衣類製品輸出上位10カ国 (2013年)
(単位:1∞万ドル， %) 
順位 国 名 輸出額 割合
中 国 177，434.9 38.6% 
2 イ タ ア 23，735.4 5.2% 
3 バングラデシュ 23，501.0 5.1% 
4 香 港 21，937.2 4.8% 
5 ド イ ツ 18，409.0 4.0% 
6 '" トナム 17，230.1 3.7% 
7 イ ン ド 16，842.8 3.7% 
8 ト lレ コ 15，407.9 3.3% 
9 スペイ ン 1，543.3 2.5% 
10 フ フ ンス 1，045.8 2.4% 
世界合計 460，268.2 100.0% 
出所:WTO，lnternational Trade and Market Access Daω 
(http://www.wto.org/)を参照に作成。
(532 ) 
金流入と，全輸出の約 80%. GDPの約 20%を占める衣類製品輸出である(ヘ特に，圏内経済成
長の機動力としては縫製産業の存在が非常に大きく，外貨のほとんどは衣類製品によってもたら
される(図 l参照)。世界貿易機関 (WorldTrade Organization: WTO)の2013年度世界衣類
輸出ランキングによれば，バングラデシュは中国，イタリアに次ぐ世界第3位の座にあり，欧州，
アメリカを主な輸出先とし，低付加価値の衣類加工を請け負う〈1110 ノfングラデシュにとって縫製
産業は最大の外貨獲得手段であると同時に，最も雇用を創出し，同国経済の更なる発展に向けた
足がかりとして工業政策の中心に位置付けられている唯一の産業である。
世界市場に求められる安価な衣服の生産基地としてその名を知られるようになったバングラデ
シュだが，衣類製品生産に必要となる機材や原材料の多くは輸入に依存しているという事実を指
摘しなければならない。これは，衣類製品の輸出が増えれば増えるほど原材料等の輸入が増え，
生産費用が一定の割合で拡大するという構造的な悪循環を意味するものである。以下では，バン
グラデシュの貿易構造として縫製関連製品に着目し，その構造を分析してL、く。
3. 主要輸出入品目
まず，バングラデシュの主要輸入品目内訳を確認する。図 2に示されているように，消費財及
び中間財が全体の 50%を占めており，それに続いて資本財及びその他のカテゴリーが 36%. 穀
(10) Bangladesh Bank， Export Receipt 2012-2013， Dhaka， Central Bank of Bang1adesh， 2013を参照に
算出。
(11) WTO，International Trade and Market Access Data (http://www.wto.org/)を参照。
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穀物
3% その他食料
(単位:%) 
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その他
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消費財及び
中間財
50% 
出所:Bangladesh Bank， Annual Retort 2012， Dhaka， Central Bank of Bangladesh， 
2013， p.91， Table 10.2 Composition of merchandise importsを参照に作成。
図2 輸入品の主な内訳 (2012年)
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出所:図 2と同じ。
図3 輸入晶の概要 (2012年)
物とその他食料が 14%を構成している。衣類製品に関連する原材料や機械類は，それぞれ消費
財及び中間財，資本財及びその他のカテゴリーに含まれている。図3に示されているように，輸
入品の概要をみると，消費財及び中間財のなかで衣類製品原材料(原綿，糸，生地及び関連商品，
ステープルファイパー〉の占める割合は約 20%と同カテゴリーのなかで最も高L、。資本財及び
その他に含まれる資本機器の分類においても，衣類関連製品が存在する。衣類品関連機材が含ま
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工業製品
2% 
冷凍食品
2% 
原料・ジュート製品
4% 
ホームテキスタイル
4% 
靴 首.古鎚瓦 (単位:%) 
1% 
出所 Bangladesh Bank， Annual Report 2012， p.89， Table 10. 1 
Composition of merchandise exportsを参照に作成。
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図4 輸出品の主な内訳 (2012年)
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れる機械類のカテゴリ ーが占める割合は全体の約 6%となっており，衣類製品原材料と合計する
と全体の約 26%を占めることになる。機械類のカテゴリー詳細は 4章にて後述する。
同様に，輸出品に関しても主要内訳，概要の順にみていくと，図4にみられるように主な輸出
品は衣類製品 (79%)，原料ジュート ・ジュート製品 (4%)，冷凍食品 (2%)，工業製品 (2%)，
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皮 (2%)から構成されており，衣類製品の輸出が際立つている。図5に示されているとおり，
衣類製品はニット製品と布吊製品の二つの種類に大別され，これら二つの品目が輸出のほとんど
を占めている。
4.主要輸出入品目の詳細
(1 ) 輸入品目第1部の詳細
以上述べてきたように，輸出入品目に関してそのほとんどは衣類関連製品によって構成されて
いることが確認できた。ここからは輸出入に関して，具体的にどういった品目によって構成され
ているのか，その詳細を確認していきたい。 2012年のバングラデシュ中央銀行の輸出入品統計
資料に基づき， HSコード2桁，ないし4桁まで衣類製品に関連する輸入品目を紐解き詳細をみ
ていく。
2012年の輸入品内訳をHSコードの部単位で確認すると，衣類製品が含まれる第 1部 (r紡
織用繊維及びその製品J)と，衣類製品に関連する機械類が含まれる第16部 (r機械類及び電気
機器並びにこれらの部分品並びに録音機，音声再生機並びにテレビジョンの映像及び音声の記録
用文は再生用の機器並びにこれらの部分品及び附属品J)の全輸入額に占める割合がそれぞれ
24.39%， 13.11%となっており，その他の部よりも全体に占める割合が高いことがわかる(表7
参照)。
第1部はHSコード2桁の分類でみると第50-63類の 14種類に分けられ，それぞれ衣類製
品の項目を成している。輸入におけるこれら 14種類中で最も高い割合となっているのが第52類
の「綿及び綿織物」で，第 1部のおよそ 67%を占めている。第52類が突出する形で，その後
に第5類「人造繊維の短繊維及びその織物J(10%)，第60類「メリヤス編物及びクロセ編物」
(8%)，第54類「人造繊維の長繊維並びに人造繊維の織物及びストリップその他これに類する人
造繊維製品J(6%)等が続き，これら 3類の合計は第 1部の約24%に相当する。つまり，衣類
製品の原材料となるこれらの品目(第52，54， 55， 60類〉が第 1部の約91%を構成している
ことになり，総輸入に占める衣類製品の原材料比率は非常に高いといえる。第52類の主な輸入
先をみると， 1位の中国， 2位のインドが突出して全体に占める割合が高く，両国で第52類の約
55%を占める(表8参照)。
(2) 輸入品目第16部の詳細
第16部は HSコード2桁で分類すると，第84類 (r原子炉，ボイラー及び機械類並びにこれ
らの部分品J)と第85類 (r電気機器及びその部分品並びに録音機，音声再生横並びにテレビジョ
ンの映像及び音声の記録用文は再生用の機器並びにこれらの部分品及び附属品J)の二つに分け
られており，衣類製品関連の機械類は第84類に該当する。 HSコード4桁を用いて更に詳しく
みると，第84類は84.01-84.84項に細分化される。 84.01-84.84項のなかで84.44-84.52項まで
256 『明大商学論叢」第97巻第3号 (536 ) 
が衣類製品に関連する機器類の品目にあたり，それら僅か 9項目が第 84類全体の 26%，第 16
部(第 84-85類を含む〉全体の約 17%を構成する(ω。第 84類の 84.01-84.52項に分類される
衣類製品関連機器類の主な輸入先は中国となっている。第 16部の衣類製品関連の機械類は全輸
入の約 2%を占めることになり，これを第 11部の 22%と合わせると，衣類製品の原材料及び関
連機械類の全輸入に占める割合は約 24%となり，全体のおよそ 4分の lとなる。
(3) 第 11部輸出品目の詳細
輸入とは異なり，輸出の第 11部をみると第 61類「衣類及び衣類附属品(メリヤス編み又はク
ロセ編みのものに限る)Jと第 62類「衣類及び衣類附属品(メリヤス編み文はクロセ編みのもの
を除く〕が突出しており，第 1部全体の約 90%を占める。これは全輸出額の約 81%に相当する。
この第61類と第 62類は所謂衣類製品が振り分けられるカテゴリーにあたり，つまり輸出のほと
んどは衣類製品によって支えられていることがわかる(表9参照〉。
第 61類の主な輸出先をみると， 1位がドイツ (20%)，2位がアメリカ 01%)，3位イギリス
01%) となっており，この 3カ国が他を圧倒して高い割合を占めている。フランス (8%)，ス
ペイン (6%)，イタリア (5%)，カナダ (5%)，オランダ (3%)，デンマーク (3%)，ベルギー
(2%)が続き，主に北米及び欧州諸国によって上位 10カ国は構成されている。次に第 62類の主
な輸出先をみるとアメリカが全体の約 34%を占めており，これが突出して高く，その後にドイ
ツ(14%)，イギリス(10%)が続き，これら 3カ国が主要輸出国となっている。 4位以降は
フランス (5%)，カナダ (4%)，スペイン (4%)，イタリア (3%)， トルコ (2%)，オランダ
(2%)，ベルギー(1%)といった国々によって占められており，第62類の輸出先としてもやは
り北米及び欧州諸国が中心となっている(表 10参照)。
(12) 84.44項「人造繊維用の紡糸機，延伸機，テクスチヤード加工機及び切断機j，84.45項「紡績準備機
械並びに精紡機.合糸機.ねん糸機その他の紡織用繊維の糸の製造機械並びにかせ機，糸巻機(よこ糸
巻機を含む。)及び第84絹項又は第84.47項の機械に使用する紡織用繊維の糸を準備する機械j，84.46 
項「織機J，84.47項「編機，ステッチボンディングマシン，タフティング用機械及びジンプヤーン，チュー
ル， レー ス， ししゅう布， トリミング，組ひも又は網の製造機械j，84.48項「第84.44項から第84.47
項までの機械の補助機械(例えば， ドピー，ジャカード，自動停止装置及びシャットル交換機〉並びに
第84.44項からこの項までの機械に専ら又は主として使用する部分品及び附属品(例えば，スピンドル，
スピンドルフライヤー，針布，コーム，紡糸口金，シャットル，ヘルド，ヘルドフレーム及びメリヤス
針)J.84.49項「フェルト又は不織布(成形したものを含む。)の製造用又は仕上げ用の機械(フェルト
帽子の製造機械を含む。)及び帽子の製造用の型J.84.50項「家庭用又は営業用の洗濯機(脱水機兼用
のものを含む。)J. 84.51項「洗浄用，清浄用，絞り用，乾燥用，アイロンがけ用，プレス(フュージン
グプレスを含む。)用，漂白用，染色用，仕上げ用，塗布用又は染み込ませ用の機械(紡織用繊維の糸，
織物類又は製品に使用するものに限るものとし，第84.50項の機械を除く。).織物類その他の支持物に
ぺーストを被覆する機械(リノリウムその他の床用敷物の製造用のものに限る。)及び紡織用繊維の織
物類の巻取り用，巻戻し用，折畳み用，切断用又はピンキング用の機械J.84.52項「ミシン(第84.40
項の製本ミシンを除く。). ミシン針並びにミシン用に特に設計した家具，台及びカバーJ(財務省，輸
出統計局目表α0141f.版).http://www.mof.go.jp/index.htm.を参照)。
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表7 HSコード 2桁輸入内訳 (2012年) (単位:%) 
第 l部 動物(生きているものに限る。)及び動物性生産品 0.99% 
第2部 植物性生産品 6.86% 
第3部 動物性又は植物憾の油脂及びその分解生産物，調製食用脂並びに動物性又は植物性のろう 4.88% 
第4部 調製食料品，飲料，アルコール，食酢，たばこ及び製造たばこ代用品 1.61% 
第5部 鉱物性生蔵品 11.53% 
第6部 化学工業(類似の工業を含む。)の生産品 10.35% 
第7部 プラスチック及びゴム並びにこれらの製品 4.70% 
第8部
皮革及び毛皮並びにこれらの製品，動物用装着具並びに旅行用具，ハンドバッグその他
0.22% I これらに類する容器並びに腸の製品
第9部
木材及びその製品，木炭，コルク及びその製品並びにわら，エスバルトその他の組物材
0.37% 料の製品並びにかご細工物及び枝条細工物
第10部
木材パルプ，繊維素繊維を原料とするその他のパルプ，古紙並びに紙及び板紙並びにこ
1.92% れらの製品
第11部 紡織用繊維及びその製品 24.39% 
第12部
履物，帽子，傘，つえ，シートステッキ及びむち並びにこれらの部分品，調製羽毛，羽
0.14% 毛製品，造花並びに人髪製品
第13部
石，プラスター，セメント，石綿，雲母その他これらに類する材料の製品，陶磁製品並
0.40% ぴにガヲス及びその製品
第14部
天然又は養殖の真珠，貴石，半員A石，貴金属及び貴金属を張った金属並びにこれらの製
品，身辺用模造細貨類並びに貨幣
第15部 卑金属及びその製品 8.03% 
第16部
機械類及び電気機器並びにこれらの部分品並びに録音機，音声再生機並びにテレビジョ
13.11% 
ンの映像及び音声の記録用又は再生用の機器並びにこれらの部分品及び附属品
第17部 車両，航空機，船舶及び輸送機器関連品 6.00% ! 
第18部
光学機器，写真用機器，映画用機器，測定機器，検査機器，精密機器，医療用機器，時
0.75% 
計及び楽器並びにこれらの部分品及び附属品
第19部 武器及び銃砲弾並びにこれらの部分品及び附属品 0.08% 
第20昔日 雑品 0.64% 
第21部 美術品，収集品及び骨董 0.00% I 
出所:HSコードの部は財務省，輸出統計局B表α014年版)(http://www.mof.go.jpjindex.htm)を参照，輸入の割合は
Bangladesh Bank， Annual lmport Pay明白I2012-2013， Dhaka， Central Bank of Bangladesh， 2013を参照に作成。
表8 第 52類の主な輸入先 (2012年)(単位:1，000ドル， %) 
順位 国名 輸入額 割合
l 中 国 1，409，580 29.77% 
2 イ ン ド 1，260，139 26.61% 
3 香 港 152，405 3.22% 
4 オーストラリア 74，870 1.58% 
5 韓 国 28，263 0.60% 
6 インドネシア 27，457 0.58% 
7 ブラ ジ lレ 23，116 0.49% 
8 エジプ ト 17，848 0.38% 
9 ヨ jレダン 13，876 0.29% 
10 チ ヤ ド 11，731 0.25% 
合計 4，735，119 100.00% 
(出所)表?と同じ。
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表9 HSコード部別輸出内訳 (2012年) (単位:%) 
第1部 動物(生きているものに限る。)及び動物性生産品 2.73% 
第2部 植物性生産品 0.65% 
第3部 動物性又は植物性の油脂及びその分解生産物，調製食用脂並びに動物性又は植物性のろう 0.07% 
第4部 調製食料品，飲料，アルコール，食酢，たばこ及び製造たばこ代用品 1.11% 
第5部 鉱物性生産品 0.87% 
第6部 化学工業(類似の工業を含む。)の生産品 0.44% 
第7部 プラスチック及びゴム並びにこれらの製品 0.41% 
第8部
皮革及び毛皮並びにこれらの製品，動物用装着具並びに旅行用具，ハンドバッグその他
2.34% これらに類する容器並びに腸の製品
第9部
木材及びその製品，木炭，コルク及びその製品並びにわら，エスバルトその他の組物材
0.04% 
料の製品並びにかご細工物及び枝条細工物
第10部
木材パルプ，繊維素繊維を原料とするその他のパルプ，古紙並びに紙及び板紙並びにこ
0.04% れらの製品
第11部 紡織用繊維及びその製品 88.79% 
第12部
履物，帽子，傘，つえ，シートステッキ及びむち並びにこれらの部分品，調製羽毛，羽
1.25% 毛製品，造花並びに人髪製品
第13部
石，プラスター，セメント，石綿，雲母その他これらに類する材料の製品，陶磁製品並
0.20% びにガラス及びその製品
第14部
天然文は養殖の真珠，貴石，半貴石，貴金属及び黄金属を張った金属並びにこれらの製
0.00% 
品，身辺用模造細貨類並びに貨幣
第15部 卑金属及びその製品 0.54% 
第16部
機械類及び電気機器並びにこれらの部分品並びに録音機，音声再生機並びにテレビジョ
0.12% 
ンの映像及び音声の記録用又は再生用の機器並びにこれらの部分品及び附属品
第17部 車両，航空機，船舶及び輸送機器関連品 0.30% 
第18部
光学機器，写真用機器，映画用機器，測定機器，検査機器，精密機器，医療用機器，時
0.03% 計及び楽器並びにこれらの部分品及び附属品
第19部 武器及び銃砲弾並びにこれらの部分品及び附属品 0.00% 
第20部 雑品 0.08% 
第21部 美術品，収集品及び骨董 0.00% 
出所:HSコードの部は表7と同じ。輸出の割合はBangladeshBank， Export Receipt 2012-2013を参照に作成。
表10 第61類及び第62類の主な輸出国 (2012年) (単位:1，000ドル， %) 
第61類 第62類
順位 国名 輸出額
全体に
順位 国名 輸出額
全体に
占める割合 占める割合
l ド イ 、y 1，848，934 20.31% アメ カ 2，417，322 34.70% 
2 アメ カ 1，070，145 11.76% 2 ド イ ツ 1，036，108 14.87% 
3 イ ギリ ス 1，067，674 11.73% 3 イギリ ス 727，986 10.45% 
4 フラ ンス 751，279 8.25% 4 フ フ ンス 377，510 5.42% 
5 スペイ ン 579，729 6.37% 5 カ ナ ダ 332，904 4.78% 
6 イ タ ア 471，755 5.18% 6 ス Jくイ ン 292，151 4.19% 
7 カ ナ ダ 455，556 5.01% 7 イ タ ア 223，017 3.20% 
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8 オラ ンダ 283，175 3.11% 8 ト Jレ コ 168，272 2.42% 
9 デンマーク 275，719 3.03% 9 オラ ンダ 156，986 2.25% 
10 ベルギー 263，333 2.89% 10 ベルギー 129，753 1.86% 
1 オーストラリア 253，370 2.78% 1 デンマーク 109，453 1.57% 
12 スウェーデン 218，309 2.40% 12 オーストラリア 106，244 1.53% 
13 ポーランド 198，12 2.18% 13 ポーランド 104，844 1.51% 
14 日 本 174，772 1.92% 14 スウェーデン 9，465 1.43% 
15 ト Jレ コ 13，121 1.46% 15 日 本 94，630 1.36% 
16 アイルランド 106，630 1.17% 16 アイ jレランド 57，751 0.83% 
17 プラ ジル 96，068 1.06% 17 香 港 50，31 0.72% 
18 ロ 、ノ ア 76，814 0.84% 18 アラブ首長国連邦 46，369 0.67% 
19 ス イ ス 72，281 0.79% 19 中 国 42，604 0.61% 
20 アラブ首長国連邦 71，798 0.79% 20 イ ン ド 42，447 0.61% 
第61類総額 9，101，869 100.00% 第62類総額 6，965，818 100.00% 
出所:表9と同じ。
5.おわりに一一パングラデシュ衣類貿易の構造的特徴一一
世界経済にみる SAARCの経済規模は限定的で，南アジア経済圏としての存在感は ASEAN
やEU，NAFTA等の地域協力連合と比較しでもまだまだ微々たるものである。しかしながら，
インドを中心とする SAARC諸国の GDP成長率は高く， リーマンショック後も 2014年現在に
至るまで比較的高成長率を維持してきている。 SAARC諸国は主に域外に輸出市場を見出してお
り，域内貿易量は非常に小さい。欧米を中心に衣類製品の輸出を行い， SAARC諸国内でも安定
した経済成長を続けるのがバングラデシュである。バングラデシュの衣類製品輸出は総輸出の約
80%を構成し，同国の縫製産業は経済の柱を成している。
バングラデシュの貿易の特徴として，第一に衣類関連製品の占める割合が輸出入ともに高いこ
とがあげられる。衣類製品は HSコードの分類では第 1部の「紡織用繊維及びその製品」に該
当し，特に輸出では 2012年の数値で全体の約 88%が第 1部によって構成されている。他方，
第 1部の輸入に占める割合は約 24%と輸出と比較して低いが， HSコード分類における第
1-21部のなかで最も大きな割合を占めている。
第二に，衣類関連製品の輸入額と衣類製品輸出額を比較した際に，前者が後者に占める割合が
非常に高いことがバングラデシュの貿易の特徴として指摘できる。衣類製品の生産に必要とされ
る原材料や機械等の輸入は全輸入額の約 24%を構成している。これに対して，衣類製品輸出額
は全輸出額の 81%を占めている。衣類製品輸出額に占める衣類関連製品輸入額の割合は約43%
にもなる。ここから衣類製品輸出のための原料及び機器輸入のために莫大な費用がかけられてい
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ることがわかる。
第三に，衣類製品に関連する原料や機器は主にアジアから輸入されており，完成品として仕上
がった衣類製品は主に欧米諸国へと輸出されるという構造が，バングラデシュの貿易の特徴とし
て浮き彫りとなった。特に「綿及び綿織物」はそのほとんどが近隣諸国から調達が行われており，
とりわけ中国とインドからの輸入が多い。また， ミシン等の衣類製品に関わる機械類の輸入にお
いても中国がシェアを独占しており，衣類製品に関する原料及び輸入は中国を軸としたアジアに
依存している。これに対して，衣類製品の輸出先としては欧米諸国の名が連なり，北米ではアメ
リカ，カナダ，欧州では特にドイツ，イギリス，フランス，スペイン，イタリア，オランダ等が
主な輸出先となっている。特に，アメリカ， ドイツ，イギリスへの輸出量が群を抜いて高く，こ
れらの国々で全輸出の 5割近くをカバーしており，輸出先上位3カ国に数えられる。
衣類製品はバングラデシュにとって唯一の工業品であり経済成長の要であるとともに，外貨を
最も稼ぐ産業である。衣類製品は，アジア地域，特に中国やインド、から原材料及び機器類が輸入
され，バングラデシュにおいて完成品に仕上げられ後に.欧米諸国，特にアメリカ， ドイツ，イ
ギリスを中心とした市場に輸出される。しかし述べてきたように，衣類製品に用いられる原材料
及び機器類の輸入費用は衣類製品輸出額の約43%に及び，これはつまり輸出すればするほど，そ
れだけ一定の費用がかかり，原材料及び機器類の輸入を拡大しなければならないことを意味する。
世界の衣類製品工場としてその名を知られるバングラデシュだが，表向きの華やかさとは無縁に，
衣類製品貿易はこのような負のサイクルの中に成り立っているのである。衣類製品を生産する縫
製産業の更なる発展は，更なる輸入費用の増大を招き，それでも付加価値をつけようものならば，
そのつけは唯一競争優位を持つ労働費用の抑制を招かざるを得ない。縫製産業の活況によって軽
工業の定着が進み，経済発展の足がかりを見出したものとしてバングラデシュが取り上げられる
ことが少なからずあるが，本稿では南アジア途上国の貿易構造の一例としてバングラデシュ貿易
構造の脆弱性を示すことに焦点をあてた叩
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